
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東労組は、６月６日「２０１８年度夏季手当」の団体交渉を行いました。会社

からの２０１７年度期末決算の概要説明では、営業収益は新規の駅受託運営が進んだ

ことで前年度を上回る増収増益でした。ＪＲ東労組は「３つの駅づくり」の実現や、

技術継承、業務改善により「安全・働きがいのある」駅職場をめざし、日々奮闘する

組合員の努力と頑張りによるものであることを強く訴えてきました。しかし会社は、

４月１日に「新しい人事・賃金制度」を実施したことで、基本給の見直しを理由に難

色を示しました。 

今後もＪＲ東労組は、満額回答をかち取るために引き続き粘り強く交渉していきま

す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 


